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いつでもどこでも手軽に！
お手持ちの端末で環境新聞をご覧になれます。

まずはお試しください。

お支払・ご請求に関しての詳細は下記Webサイトのご利用規約をご覧ください。

２カ月間 無料で試読できます

購読料

◎電子版　年間　２万 4,000 円（消費税別）

◎紙面版　年間　２万 4,000 円（消費税別）

◎紙面版＋電子版

　　　　　年間　２万 8,800 円（消費税別）

◎電子版プラス（紙面版をすでに購読されている方）

　　　　　年間　4,800 円（消費税別）

セットがお得です！

環境新聞『電子版』
配信中！

街を涼しく雨水を地下に 緑化駐車場 雨水流出抑制・景観・温暖化対策
緑地面積の確保に。

格子形状がタイヤ圧から芝生を保護

安心の平面歩行路。
施工が早く、
撤去、移動再施工可能。

駐車誘導帯

地下利用例 駐車場の下にシンシンブロックを設置することで、雨水の浸透・流出
抑制施設とし、貯留水を植物の潅水として利用することができます。

雨水貯留浸透施設　シンシンブロック（SSBB）

コンタイブロック

雨水浸透

販売

製造
中川ヒューム管工業株式会社 〒300-0051

茨城県土浦市真鍋1-16-11延増第3ビル8階

〒316-0014茨城県日立市東金沢町3-17-7

水
・
土
壌
環
境

環
境
省 

水
質
環
境
基
準
で
方
針

国
交
省
は
下
水
道
の
検
討
開
始

大
腸
菌
数
を
新
た
な
指
標
に

　

河
川
や
海
域
、
湖
沼
な
ど
、

公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
に

関
す
る
環
境
基
準
の
生
活
環

境
項
目
に
つ
い
て
議
論
す
る

中
央
環
境
審
議
会
（
環
境
省

の
諮
問
機
関
）
の
専
門
委
員

会
は
先
月
31
日
、
現
行
の
大

腸
菌
群
数
に
代
え
て
、
大
腸

菌
数
で
基
準
値
を
定
め
る
こ

と
に
大
筋
で
合
意
し
た
。
年

明
け
か
ら
具
体
的
な
基
準
値

や
測
定
方
法
を
議
論
し
、
答

申
を
取
り
ま
と
め
る
見
通
し

だ
。

　

生
活
環
境
項
目
の
対
象
や

基
準
値
は
、
水
道
や
水
産
、

水
浴
な
ど
の
利
用
、
水
生
生

物
が
生
息
す
る
環
境
の
保
全

な
ど
、
そ
の
目
的
を
踏
ま
え

て
設
定
さ
れ
る
。
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）

や
浮
遊
物
質
量
（
Ｓ
Ｓ
）、
溶

存
酸
素
量
（
Ｄ
Ｏ
）
な
ど
計

13
の
対
象
項
目
が
あ
り
、
大

腸
菌
群
数
は
そ
の
一
つ
。

　

大
腸
菌
群
数
の
環
境
基
準

は
、
河
川
３
類
型
と
湖
沼
２

類
型
、
海
域
１
類
型
で
構
成
。

中
で
も
河
川
で
は
、
主
に
採

水
す
る
水
道
施
設
の
処
理
能

力
が
類
型
指
定
の
判
断
基
準

に
な
っ
て
お
り
、
簡
易
な
浄

水
を
想
定
し
た
「
Ａ
Ａ
類
型
」

で
１
０
０
㍉
㍑
当
た
り
50
Ｍ

Ｐ
Ｎ
（
個
）
以
下
、
沈
殿
処

理
な
ど
を
想
定
し
た
「
Ａ
類

型
」
で
同
１
千
Ｍ
Ｐ
Ｎ
（
個
）

以
下
、
高
度
処
理
を
想
定
し

た
「
Ｂ
類
型
」
で
同
５
千
Ｍ

Ｐ
Ｎ（
個
）以
下
と
し
て
い
る
。

　

同
省
の
16
年
度
調
査
に
よ

る
と
、
河
川
の
Ａ
Ａ
類
型
の

水
域
で
測
定
し
た
約
４
５
０

０
地
点
の
う
ち
、
約
３
８
０

０
地
点
が
環
境
基
準
を
達
成

し
て
い
な
か
っ
た
。
最
近
10

年
間
の
達
成
率
は
12
・
２
％

〜
16
・
５
％
と
低
迷
し
て
お

り
、
同
調
査
で
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が

95
・
２
％
な
ど
、
そ
の
他
の

項
目
が
９
割
以
上
の
達
成
率

を
示
す
中
、
突
出
し
て
低
い

水
準
だ
っ
た
。

　

大
腸
菌
を
含
む
人
間
や
家

畜
の
ふ
ん
便
に
由
来
す
る
細

菌
は
、
公
共
用
水
域
で
増
殖

す
る
と
、
コ
レ
ラ
や
チ
フ
ス
、

赤
痢
な
ど
の
感
染
症
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
水
域
の
ふ
ん
便

汚
染
を
防
止
す
る
衛
生
指
標

と
し
て
、
米
国
や
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
各
国
、
香
港
な
ど
が

大
腸
菌
を
水
浴
場
の
水
質
判

定
基
準
に
採
用
。
国
内
で
も
、

04
年
か
ら
大
腸
菌
が
水
道
の

水
質
基
準
に
採
用
さ
れ
て
い

る
。

　

環
境
基
準
で
は
、
約
50
年

前
の
基
準
設
定
時
に
大
腸
菌

の
み
を
検
出
す
る
測
定
技
術

が
な
く
、
大
腸
菌
の
主
な
性

状
を
備
え
た
細
菌
群
を
培
養

し
大
腸
菌
の
代
わ
り
と
見
な

す
「
大
腸
菌
群
数
」
を
指
標

と
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
れ

か
ら
大
腸
菌
の
測
定
技
術
は

発
達
し
、
水
道
の
採
用
後
も

環
境
基
準
は
大
腸
菌
群
数
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
大
腸
菌
群
数
に
は
、

大
腸
菌
の
ほ
か
に
土
壌
や
水

中
に
元
来
生
息
す
る
菌
種
も

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ふ
ん

便
汚
染
を
的
確
に
捉
え
ら
れ

な
い
実
態
が
あ
る
。
一
方
、

大
腸
菌
は
汚
染
さ
れ
て
い
な

い
自
然
環
境
に
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
ず
、
人
や
動
物
の
排

せ
つ
物
中
に
大
量
に
存
在
す

る
。
測
定
方
法
に
つ
い
て
も
、

現
在
で
は
、「
特
定
酵
素
気
質

培
地
法
」
の
開
発
に
よ
っ
て

24
時
間
で
分
析
で
き
る
こ
と

か
ら
、
現
行
の
大
腸
菌
群
よ

り
も
優
れ
た
衛
生
指
標
と
し

て
、
同
省
は
、
水
質
環
境
基

準
の
対
象
項
目
を
大
腸
菌
数

　

国
土
交
通
省
は
先
月
30
日
、

下
水
道
へ
の
紙
オ
ム
ツ
受
け

入
れ
実
現
に
向
け
た
検
討
会

（
座
長
＝
森
田
弘
昭
・
日
本
大

学
教
授
）
の
今
年
度
初
会
合

を
東
京
都
内
で
開
き
、
高
齢

者
介
護
施
設
な
ど
に
紙
オ
ム

ツ
専
用
の
固
形
物
分
離
装
置

を
設
置
す
る
条
件
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
た
（
写
真
）。
今

年
度
中
に
設
置
条
件
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
伴
う
介

護
負
担
の
拡
大
を
背
景
に
、

使
用
済
み
紙
オ
ム
ツ
を
分
離

ま
た
は
破
砕
し
て
下
水
道
で

受
け
入
れ
る
こ
と
に
社
会
的

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
見
て
、

国
交
省
は
今
年
１
月
に
検
討

会
を
設
置
し
た
。
専
用
装
置

の
開
発
を
促
す
と
と
も
に
、

分
離
・
破
砕
後
の
排
水
の
水

質
や
下
水
道
施
設
へ
の
影
響

を
含
め
、
技
術
面
や
制
度
面

の
課
題
を
検
討
し
、
約
５
年

間
で
受
け
入
れ
条
件
を
示
す

方
針
だ
。

　

今
回
の
会
議
は
非
公
開
で

行
わ
れ
、
専
用
の
装
置
で
紙

オ
ム
ツ
と
汚
物
を
分
離
し
、

汚
物
の
み
を
下
水
道
に
流
す

場
合
の
課
題
な
ど
を
議
論
し

た
。

　

同
省
は
、
使
用
済
み
紙
オ

ム
ツ
の
破
砕
の
有
無
や
、
下

水
道
へ
の
受
け
入
れ
方
の
違

い
に
応
じ
て
、
①
固
形
物
分

離
タ
イ
プ
（
Ａ
タ
イ
プ
）
②

破
砕
・
回
収
タ
イ
プ
（
Ｂ
タ

イ
プ
）
③
破
砕
・
受
け
入
れ

タ
イ
プ
（
Ｃ
タ
イ
プ
）
―
―

の
３
つ
の
処
理
方
式
を
設
定

し
て
お
り
、
今
回
の
議
論
は

Ａ
タ
イ
プ
に
関
す
る
も
の
。

　

２
０
２
２
年
度
ま
で
に
全

タ
イ
プ
の
受
け
入
れ
条
件
を

盛
り
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
・
公
表
す
る
と
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
Ａ
タ
イ
プ

の
受
け
入
れ
条
件
を
今
年
度

中
に
検
討
し
、
先
行
し
て
公

表
す
る
。

　

ま
た
、
同
省
は
今
月
か
ら

来
月
に
か
け
て
、
紙
オ
ム
ツ

を
使
用
す
る
一
般
市
民
４
５

０
０
人
程
度
と
、
５
０
０
程

度
の
介
護
施
設
を
対
象
に
、

紙
オ
ム
ツ
の
使
用
や
廃
棄
の

実
態
を
調
査
。
次
回
の
検
討

会
で
結
果
を
報
告
す
る
。

に
変
え
る
方
針
を
示
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
土
交
通

省
は
１
日
、「
下
水
道
に
お
け

る
水
系
水
質
リ
ス
ク
検
討
会
」

（
座
長
＝
田
中
宏
明
京
都
大
学

大
学
院
教
授
）
の
今
年
度
初

会
合
を
開
催
し
、
大
腸
菌
数

の
環
境
基
準
化
に
向
け
た
下

水
道
の
対
応
を
議
論
し
た（
写

真
）。

　

下
水
処
理
後
に
河
川
に
放

流
さ
れ
る
水
（
放
流
水
）
の

水
質
は
、
下
水
道
法
の
水
質

基
準
と
、
水
質
汚
濁
防
止
法

の
排
水
基
準
で
規
制
さ
れ
て

い
る
。
大
腸
菌
群
数
の
基
準

値
は
、
と
も
に

１
立
方
㌢
㍍

（
１
㍉
㍑
）
当

た
り
３
千
個

（
＝
１
０
０
㍉

㍑
当
た
り
30
万

個
）
で
、
環
境

基
準
の
60
〜
６

千
倍
に
相
当
す

る
。

　

排
水
基
準
は

通
常
、
環
境
基

準
を
達
成
す
る
目
的
の
下
で

設
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
示

さ
れ
る
基
準
値
に
よ
っ
て
、

下
水
道
事
業
者
へ
の
規
制
強

化
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

検
討
会
は
非
公
開
で
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
大
腸
菌

の
環
境
基
準
化
を
想
定
し
た

対
応
を
議
論
す
る
。
国
交
省

は
、
今
年
度
中
に
２
回
程
度

の
会
合
を
開
き
、
大
腸
菌
の

計
測
や
水
質
評
価
の
手
法
な

ど
を
検
討
。
今
年
度
中
に
も

実
態
調
査
を
行
い
、
下
水
道

と
し
て
の
対
応
の
方
向
性
を

示
す
考
え
だ
。

　

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
海
洋
ご
み

問
題
に
特
化
し
て
活
動
し
て

い
る
小
さ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
す
。

１
９
９
０
年
に
始
ま
っ
た
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
活
動
で
知
り
得
た

海
の
ご
み
の
現
状
や
、
現
場

か
ら
見
え
て
く
る
課
題
な
ど

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

海
の
ご
み
問
題
は
、
古
く

て
新
し
い
問
題
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
人
の
生
活
や
産

業
の
場
か
ら
ご
み
が
出
る
の

は
昔
か
ら
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

で
も
現
代
で
は
、
ご
み
の
量

や
材
質
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。

　

石
油
を
原
料
に
し
た
合
成

樹
脂
が
誕
生
し
た
の
は
１
９

０
７
年
の
こ
と
。
以
来
、
技

術
開
発
が
ど
ん
ど
ん
進
み
、

１
９
６
０
年
代
か
ら
は
使
い

捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

が
続
々
と
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ご
み
の
量
は
増

え
続
け
ま
し
た
。
使
い
捨
て

ご
み
の
増
加
に
伴
っ
て
、
回

収
の
経
路
か
ら
逸
れ
て
散
乱

す
る
ご
み
や
、
川
や
海
に
流

入
す
る
ご
み
も
増
え
て
い
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
今
で
は
、

海
に
漂
着
す
る
ご
み
の
大
半

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
と
そ

の
破
片
と
い
う
状
況
に
な
り
、

海
洋
ご
み
と
し
て
の
問
題
は

深
刻
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

製
品
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
と
き
は
、
長
所
で
あ
っ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
特
徴
が
、

ご
み
に
な
っ
た
あ
と
は
、困
っ

た
状
況
を
生
ん
で
し
ま
い
ま

す
。
例
え
ば
、安
定
性
が
あ
っ

て
分
解
し
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
は
ご
み
と
な
っ
た
あ
と
も

ず
っ
と
環
境
中
に
残
り
ま
す
。

海
岸
に
漂
着
し
た
ご
み
も
、

誰
か
が
拾
っ
て
処
理
す
る
ま

で
そ
の
場
所
を
汚
し
続
け
る

の
で
す
。

　

ま
た
、
軽
く
て
運
搬
に
便

利
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
散
乱

し
ご
み
に
な
る
と
、
雨
や
風

で
簡
単
に
移
動
し
ま
す
。
雨

水
と
共
に
水
路
に
入
っ
た
り
、

風
で
飛
ん
だ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
川
に
落
下
し
た
り
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
川

を
流
れ
下
り
、
や
が
て
海
へ

と
到
達
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
形
に
加
工
で

き
、
安
価
な
日
用
品
に
も
た

く
さ
ん
使
わ
れ
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
。
使
う
と
き
は
便

利
で
す
が
、
安
い
も
の
は
大

事
に
さ
れ
ま
せ
ん
。
修
理
し

て
使
う
よ
り
も
、
傷
ん
だ
ら

す
ぐ
捨
て
て
、
新
し
い
物
を

買
え
ば
良
い
、
と
な
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
こ
う
し
て

一
度
使
っ
た
だ
け
で
ご
み
に

な
る
も
の
が
増
え
、
海
に
流

れ
て
い
く
ご
み
も
増
え
ま
し

た
。

　

分
解
し
な
い
大
量
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
、
景
観
を

汚
す
だ
け
で
は
な
く
、
生
態

系
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
や
イ
ル

カ
・
ク
ジ
ラ
、
ア
ザ
ラ
シ
や

オ
ッ
ト
セ
イ
な
ど
の
海
洋
生

物
に
、漂
流
す
る
漁
網
や
ロ
ー

プ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
袋
な
ど

が
絡
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
最
近
注
目
を
集

め
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ス

ト
ロ
ー
の
廃
止
の
き
っ
か
け

の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
ス

ト
ロ
ー
が
鼻
に
深
く
刺
さ
っ

た
ウ
ミ
ガ
メ
の
映
像
で
し
た
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
が
生
物
に
引
っ
か
か
っ

た
り
絡
ま
っ
た
り
す
る
被
害

に
つ
い
て
は
、
１
９
６
０
年

代
に
す
で
に
研
究
者
か
ら
の

報
告
が
で
て
い
ま
す
。
漂
流

ご
み
を
エ
サ
と
間
違
え
て
生

物
が
摂
取
し
て
し
ま
う
誤
食

の
被
害
に
つ
い
て
も
、
同
じ

く
60
年
代
に
ハ
ワ
イ
の
コ
ア

ホ
ウ
ド
リ
や
、
静
岡
県
の
深

海
魚
の
事
例
報
告
が
あ
り
、

研
究
者
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
当

時
の
生
物
の
研
究
者
か
ら
の

警
告
は
、
社
会
全
体
に
広
が

る
こ
と
は
な
く
、
問
題
は
見

過
ご
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

毎
年
９
〜
10
月
に
世
界
中

で
行
わ
れ
る
「
国
際
海
岸
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
（Internatio

nal Coastal Cleanup

＝
Ｉ

Ｃ
Ｃ
）」
は
、
海
の
ご
み
の
量

と
材
質
が
変
わ
り
、
生
物
や

海
の
環
境
へ
の
影
響
が
顕
著

に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
誕

生
し
た
国
際
行
動
で
す
。
日

本
で
は
Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
ナ
シ
ョ

ナ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
企
画
運
営
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
ご
み
を
拾
っ

て
そ
の
場
所
を
き
れ
い
に
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
集
め
た

ご
み
の
デ
ー
タ
を
と
り
、
そ

れ
を
世
界
中
で
共
有
し
て
、

ど
ん
な
も
の
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
の
ご
み

を
元
か
ら
断
つ
に
は
ど
う
す

れ
ば
良
い
の
か
な
ど
を
考
え
、

実
現
し
て
い
く
た
め
の
活
動

で
す
。
17
年
に
は
１
０
７
の

国
と
地
域
か
ら
約
80
万
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ご
み
を
細
か
く
分
け
、
個

数
で
数
え
て
記
録
す
る
の
は

と
て
も
手
間
の
か
か
る
作
業

で
す
が
、
調
査
へ
の
参
加
を

通
じ
て
、
海
の
ご
み
の
多
く

が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
で
あ
る

こ
と
や
、
破
片
ご
み
が
大
変

多
く
、
拾
い
き
れ
な
い
ほ
ど

の
数
量
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
、

参
加
者
が
気
づ
く
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
、

日
本
で
の
調
査
結
果
や
、
各

地
の
漂
着
ご
み
の
実
態
な
ど

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

環
境
省
は
先
月
31
日
、
水
質
に
関
す
る
環
境
基
準
の
対
象
項
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る

「
大
腸
菌
群
数
」
を
「
大
腸
菌
数
」
に
改
め
て
、
新
た
な
基
準
値
を
設
定
す
る
方
針
を
示
し

た
。
大
腸
菌
群
数
の
環
境
基
準
に
関
す
る
見
直
し
は
、１
９
７
０
年
の
基
準
化
以
降
初
め
て
。

大
腸
菌
数
は
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
ふ
ん
便
汚
染
を
的
確
に
捉
え
る
指
標
と
し

て
、
欧
米
諸
国
で
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
内
で
も
２
０
０
４
年
か
ら
水
道
の
水
質
基
準

に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
大
腸
菌
群
数
の
環
境
基
準
達
成
率
は
河
川
の
上
流
域
で
15
％
前
後

と
な
る
な
ど
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
国
土
交
通
省
で
は
、
新
た
な
基
準
へ
の
下

水
道
の
対
応
を
示
す
た
め
の
検
討
を
開
始
し
た
。

横
須
賀
市
か
ら

汚
泥
焼
却
炉
受
注

月
島
機
械

　

月
島
機
械
は
先
月
26
日
、

神
奈
川
県
横
須
賀
市
上
下
水

道
局
か
ら
下
水
汚
泥
を
焼
却

す
る
設
備
「
過
給
式
流
動
燃

焼
シ
ス
テ
ム
」
を
約 

62
億
円

で
受
注
し
た
と
発
表
し
た
。

同
シ
ス
テ
ム
の
受
注
は
今
回

で
10
件
目
と
な
る
。

　

今
回
受
注
し
た
の
は
、
同

市
下
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
汚

泥
焼
却
炉
設
備
更
新
工
事
。

既
設
設
備
を
撤
去
し
、
過
給

式
流
動
燃
焼
シ
ス
テ
ム
の
土

木
・
機
械
・
電
気
設
備
一
式

を
納
入
す
る
。
設
備
能
力 

は
、

１
日
当
た
り
60
㌧
× 

２
基
。

納
期
は
２
０
２
３
年
３
月
で
、

受
注
額 

は
約 

62
・
２
億
円

（
税
抜
）。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
流
動
床

式
焼
却
炉
に
過
給
機
（
タ
ー

ボ
チ
ャ
ー
ジ
ャ
ー
）
を
組
み

合
わ
せ
た
設
備
。
下
水
汚
泥

の
燃
焼
に
伴
う
排
ガ
ス
で
過

給
機
を
駆
動
し
圧
縮
空
気
を

製
造
す
る
仕
組
み
で
、
流
動

ブ
ロ
ワ
や
フ
ァ
ン
が
不
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
従
来
設
備

よ
り
も
最
大
で
消
費
電
力
の

６
割
を
削
減
で
き
る
と
し
て

い
る
。
東
京
都
や
神
奈
川
県
、

大
阪
府
、
甲
府
市
な
ど
に
続

き
、
今
回
で
10
件
目
の
受
注

と
な
る
。

紙
オ
ム
ツ
分
離
装
置
の
検
討
開
始

下
水
道
受
け
入
れ
へ
年
度
内
に
設
置
条
件

国交省

ＪＥＡＮ事務局長

小島 あずさ

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染

現
場
か
ら
の
報
告

60
年
代
に
生
態
影
響
が
報
告 
問
題
は
見
過
ご
さ
れ
た

栄養ドリンクの口金を貝殻の代わりに
背負っているヤドカリ(沖縄県で撮影）

①

　

廃
棄
物
を
浄
化
資
材
と
し

て
利
用
す
る
取
り
組
み
は
、

例
え
ば
國
場
組
や
琉
球
大
な

ど
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
泡

盛
蒸
留
粕
で
土
壌
の
微
生
物

を
活
発
化
さ
せ
、
油
分
の
分

解
を
促
進
す
る
添
加
材
を
開

発
し
、
特
許
を
取
得
（
２
０

１
４
年
）
し
て
い
る
ほ
か
、

日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ッ
ジ
を

原
料
に
ヒ
素
、
鉛
、
鉄
、
カ

ド
ミ
ウ
ム
、
フ
ッ
素
な
ど
の

吸
着
・
除
去
が
可
能
な
「
Ｐ

Ａ
ｄ
ｅ
Ｃ
Ｓ
」
を
開
発
す
る

な
ど
し
て
い
る
。

　

今
年
に
入
る
と
こ
う
し
た

動
き
が
さ
ら
に
目
立
ち
始
め
、

６
月
に
は
鴻
池
組
と
不
二
製

油
が
食
品
産
業
で
副
生
さ
れ

る
大
豆
ホ
エ
ー
に
よ
る
資
源

循
環
型
の
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
開
発
し

た
と
発
表
。
産
業
上
の
利
用

と
し
て
は
飼
料
用
途
等
が
限

ら
れ
て
い
る
大
豆
ホ
エ
ー
の

有
効
利
用
と
土
壌
・
地
下
水

環
境
浄
化
を
両
立
し
た
。

　

ま
た
、
先
月
末
に
は
、
福

島
市
内
で
開
か
れ
た
第
24
回

地
下
水
・
土
壌
汚
染
と
そ
の

防
止
対
策
に
関
す
る
研
究
集

会
で
、
岩
手
大
学
と
セ
ロ
リ
、

大
東
環
境
科
学
が
共
同
で
開

発
し
て
い
る
ワ
イ
ン
残
渣
・

ヤ
マ
ブ
ド
ウ
果
汁
残
渣
を
利

用
し
た
過
硫
酸
法
に
よ
る
揮

発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）

汚
染
浄
化
技
術
を
発
表
し
た
。

ご
く
一
部
で
家
畜
飼
料
等
に

利
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
産
業

廃
棄
物
と
し
て
処
理
さ
れ
、

処
理
費
用
が
ワ
イ
ン
製
造
業

者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

開
発
者
で
あ
る
岩
手
大
学
の

晴
山
渉
助
教
に
よ
る
と
、
早

け
れ
ば
１
年
後
に
も
実
用
化

で
き
る
見
通
し
と
し
て
お
り
、

ワ
イ
ン
残
渣
等
の
有
効
利
用

の
道
を
開
こ
う
と
し
て
い
る

（
10
月
24
日
付
７
面
既
報
）。

　

こ
う
し
た
技
術
開
発
の
共

通
点
は
、
浄
化
コ
ス
ト
の
低

減
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と

だ
が
、
資
源
の
有
効
活
用
と

い
う
視
点
に
加
え
、
廃
棄
物

の
排
出
事
業
者
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
も
面

白
味
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
貝
殻

を
活
用
し
た
重
金
属
類
の
吸

着
剤
開
発
等
を
進
め
る
動
き

も
あ
り
、
今
後
も
廃
棄
物
を

生
か
し
た
浄
化
資
材
開
発
が

加
速
す
る
か
注
目
さ
れ
る
。

　

近
年
、
廃
棄
物
を
土
壌
・
地
下
水
浄
化
に
役
立
て
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
以
前
か
ら
研
究
機
関
等
に
お
い

て
研
究
開
発
と
し
て
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、
最
近
は
実
用

化
レ
ベ
ル
の
も
の
が
目
立
つ
点
が
特
徴
だ
。

エ
コ
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
タ
ー 

◎
名
古
屋
悟

⑰

廃棄物を有効利用した土壌・地下水浄化
実用化の動き活発に


